
保育士をめざす学生さんへ 

 就職活動のための貸付金のご案内  

 

この事業は、保育士資格を取得し保育士としての就職活動を行う学生に対して、保育士とし

ての就職活動（就職に必要な費用、インターンや保育士等就職説明会への参加のための宿泊・

交通費等）のための費用を貸付することにより、保育人材の確保を図ることを目的とします。 

 

◆貸付額 ２０万円以内（一人当たり一回限り） 

養成施設を卒業後、保育士登録を行い、高知県内の保育所等において、保育士として継続して

５年間従事した場合は、貸付金の返還免除申請ができます。（注１）（注２） 
  

制度の詳細については、「保育士修学資金の貸付け等について」（令和７年３月３１日付けこ成基第３

７号こども家庭庁長官通知）及び「保育士修学資金貸付等制度の運営について」（令和７年３月３１日付

けこ成基第３８号こども家庭庁成育局長通知）の定めによります。 

 

（注１）「保育所等」とは、児童福祉法第７条に規定する「児童福祉施設（保育所を含む）」、同法第 12条

の４に規定する「児童を一時保護する施設」、就学前の子供に関する教育、保育等の総合的な提

供の推進に関する法律第２条第６項に規定する「認定こども園」等の施設 

（注２）過疎地域等（過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２条第１項に規定する区域又

は同法の規定により過疎地域とみなされる区域等）において従事した場合は３年間 

 

◆貸付対象者 

１ 児童福祉法第 18条の６に基づき都道府県知事の指定する保育士を養成する学校その他の施設

の最終学年に在籍する者で、保育士修学資金の貸付を受けていない者 

２ 原則として高知県内に住民登録をしている者であって、卒業後、高知県内の保育所等に従事す

る者。ただし、高知県外の養成施設に修学する場合であっても、卒業後、高知県内における保

育所等において従事する場合は対象とする。 

３ 成績優秀であり、かつ家庭の経済状況等から真に修学資金の貸付けが必要と認められる者 

 

◆貸付けに関するお問い合わせ先 

社会福祉法人高知県社会福祉協議会 福祉資金課 

〒780-8567 高知市朝倉戊 375-1（TEL 088-844-4600） 

https://www.kochiken-shakyo.or.jp/ 

https://www.kochiken-shakyo.or.jp/


◆申請方法などについて 

１．貸付の申請手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．貸付申請書類 

□ ①貸付申請書 

□ ②身上調書 

□ ③生計を一にする世帯全員の住民票 

□ ④生計を一にする世帯全員の所得証明書（課税標準額及び市町村民税調整控除額の記載要） 

□ ⑤連帯保証人の住民票 

□ ⑥連帯保証人の所得証明書 

□ ⑦養成施設からの推薦状 

□ ⑧個人情報取扱業務概要説明書（同意書） ※借入申請者、連帯保証人それぞれ提出必要 

□ ⑨その他必要と認められる書類（借入申請額の根拠となる見積書等） 

 

３．その他の留意事項 

○連帯保証人が１名必要です。連帯保証人は、原則として、高知県内に居住し、貸付申請者と生計を異

とする者で、月額 13万円以上の所得がある方である必要があります。 

○本資金は貸付金であり、原則、返還が必要です。ただし、就労した日から継続して５年間、高知県内の

保育所などの対象となる事業所で児童の保護等に従事した場合は、返還免除申請ができます。 

○返還免除申請するまでの間、高知県内の対象となる事業所で児童の保護等に従事している場合等は、

返還の猶予が可能です。（猶予申請手続きが必要です） 

○対象業務に従事中は、年１回以上、事業所の証明を受けた業務従事届の提出が必要です。 

○業務外の事由により死亡または心身を故障した場合や、高知県内で児童の保護等の業務に従事する意

思がなくなり、業務に従事しなくなった場合等は、貸付金を返還しなければなりません。また、借受

人が何らかの理由により返還しない場合は、連帯保証人に請求させていただきます。 
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※養成施設を経由 

※養成施設の推薦書要 

※連帯保証人１名要 

貸付決定 

↓ 

借用書締結 

↓ 

貸付金交付 

貸付審査 

 

審査により貸付けの 

可否を決定します。 

※審査にあたって、連

帯保証人に重要事項

の説明を行います。 


